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令和8年度 再生医療等実用化研究事業

国立研究開発法人日本医療研究開発機構

2026年1月8日(木)

本部研推締切日

必要

不要

※ 貴部局にて申請がある場合は、事前連絡締切日までに所定の《事前連絡様式》にて、研究代表者名・研究分担者名等の連絡をお願
い致します。

概　　　要

●事業概要
再生医療等は、今までの治療では対応困難であった疾患に対する新たな治療法となり得る
ものであり、その実用化は喫緊の課題です。本事業では、再生医療等に関する倫理性及び
科学性が十分に担保された臨床研究及び医師主導治験に対して、非臨床から臨床段階まで
切れ目なく一貫した支援を行うとともに、それらに関連する基盤技術の開発を促進するこ
とにより、我が国において最新の再生医療等を世界に先駆けて本格的に実用化することを
目指します。

●公募内容
国立研究開発法人日本医療研究開発機構（以下、AMED）は、令和8年度「再生医療等実
用化研究事業」において、以下の公募課題1-1～1-6及び2-1を募集します。
詳細につきましては、公募要領をご覧ください。

1．　 治療方法探索のための研究
1-1　再生・細胞医療の実用化研究（臨床開始準備）
1-2　再生・細胞医療の実用化研究（医師主導治験・臨床研究）
1-3　再生・細胞医療の実用化研究（中小規模・若手支援）
1-4　In vivo及びex vivo遺伝子治療の実用化研究（臨床開始準備）
1-5　In vivo及びex vivo遺伝子治療の実用化研究（医師主導治験・臨床研究）
1-6　In vivo及びex vivo遺伝子治療の実用化研究（中小規模・若手支援）
2． 　産学連携による研究
2-1　再生医療等製品のPOC取得を目指した産学連携による医師主導治験
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